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「伏せてあるコップ」

校長 佐藤 久男

我々教員の仕事は、教科指導を通じて教科の力を高めることであるが、それと同時に、

何事にも共通する学ぶ姿勢や能力を高めることでもある。コップに水がたまるのを支援す

るのは比較的たやすいが、伏せてあるコップを上を向かせたり、その大きさが広がるよう

にしむけるのは簡単ではない。本校の１年生の実力診断テストのアンケート結果によると、

平日の家庭学習時間は７割の生徒が３０分未満である。学習の悩みについても７割の生徒

が「やる気が出ない、やり方がわからない、時間がない、意義不明」と回答している。生

徒たちが家庭学習をするようになることは、すなわちコップを上に向けさせたり、そのコ

ップを広げさせることではないだろうか。

問題を一度解いただけでは学力は高まらない。できなかった問題を解答や解説を見なが

らもう一度解き、自力で解答できるようになるとはじめて学力が高まったことになる。予

習でも復習でも、各教科の問題を一度解き、できなかった問題をできるまで練習すれば良

い。それを家庭学習でやるようになって欲しい。本校の生徒は部活動に熱心に取り組み、

実際に成果を収めている。これも事前に、優勝するにふさわしい準備、努力をしているか

らこそ得られるものである。暑くても寒くても、眠くても疲れていても、練習には遅れな

いし、自主トレまでしている。繰り返し繰り返し練習をすることで、できなかったプレイ

や演奏ができるようになっている。この成功体験を自身のキャリアを切り開く力につなげ

させたい。

伸びしろの多い生徒たちである。職員が組織として家庭学習の習慣化、自己育成力の伸

長に取り組み、自己肯定感や自己有用感を高めることで新学習指導要領が目指す新しい学

力観の基盤となる、自ら学ぶ態度を涵養していきたい。本稿をぜひご一読頂き、忌憚のな

い御意見、御指導をお願いする。

《１年生ベネッセ実力診断テストアンケート結果》令和２年１０月実施
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（国 語 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための魅力ある授業づくり
（主テーマ） の実践。

教科テーマ 言語活動の充実をはかり、国語を的確に表現する力を伸ばすための指
導法を工夫する。

Ⅰ 重点目標

１ 語句の読み書きと語意を理解する力を高め、その定着をはかる。

２ 話し合いや発表の場面での適切な表現を身につけさせる。

３ 文章の構成や展開を意識した表現を身につけさせる。

Ⅱ 研修計画

１ 校内漢字力テストで語彙力の充実を図る。漢字検定の受検に際し、目的意識を
高めて資格取得を目指す。

２ 授業内容を精選し目標を簡素化するとともに、必要に応じてグループでの話し
合いや発表を組み込み、達成感のある授業を工夫する。

３ 家庭学習の習慣が身につくように予習項目をはっきりさせるとともに、小テス
トを定期的に実施する。

Ⅲ 授業改善計画

１ 前時の内容確認や本時の振り返りに生徒の発言や話し合いを取り入れる。

２ 暗唱や音読を積極的に実施し、多様な表現法を吸収させる。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題
・問題の内容等が同一でないために単純な評価はできないものの、漢字力テスト
の平均点は前年度よりも向上している。定着した語彙を活用した学習を行うこと
が課題である。（Ⅱの１）

・話し合いを行う上で、内容の理解度に差があることから、その差を埋めること
や、その差を話し合いによって小さくすることが可能な話し合いの方法を習得
させることが、今後の課題であると考える。（Ⅱの２）

・学習習慣の定着については、まだまだといった状況であるため、漢字力テスト
などの恒常的な取り組みを強化する必要がある（Ⅱの３）
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（地理歴史・公民科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための魅力ある授業づくり
（主テーマ） の実践

教科テーマ 自ら学ぶ意欲を引き出すとともに、広い視野から社会事象をとらえて
分析し、思考し、表現する能力・態度を育成する。

Ⅰ 重点目標

１ 学習意欲・基礎学力の定着を高めるために、指導方法の工夫や教材の開発など
につとめる。

２ 各科目相互の指導事項・指導内容の連携を図り、社会に対する多角的視野の育
成を目指す。

３ 多様な進路志望を考慮しつつ、指導内容の精選や適切な指導につとめる。

Ⅱ 研修計画

１ 指導方法の研究と授業での実践。

２ 資料の収集と教材化、および効果的提示方法の研究。

３ 科内での指導事項・指導内容等の検討。

Ⅲ 授業改善計画

１ 発問の工夫（一問一答的な用語確認にとどまらず、「なぜ」を問うことで、考
察させ、説明させる）

２ 視聴覚資料・実物資料・図説資料集などの効果的な活用（資料を活用して考察
させる）

３ 言語活動の充実（自ら進んで探求するように調べ学習や課題学習を実施し、レ
ポート作成やプレゼンテーション等によって成果と課題を発表させる）

４ ワークシートやプリントの活用

Ⅳ 実践の成果と今後の課題
・視聴覚機器や資料となるプリントなどを活用して、効率よく授業展開ができた。
・常に「なぜ」を問うことで考えさせる授業ができた。
・ワープロソフトを使用してレポート作成をさせた際には、生徒同士が教え合う場

面が多く見られた。他の生徒のレポートも見て学べるよう工夫した。作成時間の
個人差が大きく、どう調整するかが課題となった。

・「話す」言語活動と生徒同士が学び合うような場面をさらに増やしていきたい。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（数 学 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための

（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 基礎学力の定着と積極的な思考を促すための授業づくり

Ⅰ 重点目標

１ 基礎学力の定着

２ 生徒の考えを引き出す発問の工夫

３ 多様な進路に対応できる学力の育成

Ⅱ 研修計画

１ 校内研究授業

２ 高教研数学部会総会授業参観、情報交換会

３ 数学部会研究大会

４ 他校、他教科の授業研究会や授業研修会に参加する

Ⅲ 授業改善計画

１ 授業のはじめに、前時の基本事項を確認する。

演習時間を多く確保するとともに、生徒同士で教えあう機会をつくる。

２ 発問では、「なぜか」を問い、説明させる。

板書や課題、考査の答案で、過程をきちんと書き数学の用語を用いて説明する

よう徹底する。

３ 進路に応じて課題を与え、繰り返し学習させる。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

５月２１日 秋田県高等学校教育研究会数学部会総会

（秋田南高校 ・・・ 役員のみで開催）

１０月２９日 秋田県高等学校教育研究会 数学部会研究大会

（秋田中央高校 ・・・ 三浦先生・浅野先生参加）

１１月 ６日 東北地区算数・数学研究（福島）大会 ・・・ 中止

１１月１０日 公開授業研究会（授業者 浅野先生）

・定期的に課題を課し、添削指導を行うことにより、学習習慣の定着に努めるととも

に、答えだけを述べるのではなく、なぜそう考えたかを発表させることにより、論理

的に説明する力の育成を図った。また、朝自習の時間に課題を提出し添削指導を行っ

たり、長期休業中に補習を行い、基礎学力の定着や問題解決力の向上に努めた。３年

生には、授業で就職問題や大学入試問題を繰り返し演習するとともに、個別指導によ

り進路実現に向けた学力向上を図った。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（ 理 科 ）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 自然事象を科学的な視点でみつめ、論理的に考える態度の育成

Ⅰ 重点目標

１ 実験・観察を通して、科学への興味、関心を高める。

２ 日常生活に関連した教材を用い、主体的に学ぶ力と意欲の育成を図る。

３ 言語活動を積極的に取り入れた授業を展開することによって積極的な学習態度
と表現力を育成する。

４ 教材を精選し基礎学力の定着を図る。

Ⅱ 研修計画

１ 各科目において実験、観察を多くし、発表や説明など言語活動を効果的に取り
入れた授業の展開に努める。

２ 本時のねらいを明示し、日々の出来事や身近な事象を取り上げ、その根拠を探
る授業の実践を通して、「わかる授業」の工夫に努める。

３ 入試問題の傾向や難易度をしっかりと把握し、小テストや単元毎のテストや演
習などを通じて生徒へ還元する。

Ⅲ 授業改善計画

１ 実際の教材に触れる機会・体験を増やし、観察やデータを元に結論を導き
出す手法と思考を時間をかけながらも継続させる。

２ 上級学校の試験問題の難易度、傾向把握と情報収集によって教材精選を含めた
学力養成を図る。

３ 発表、討論など言語活動をできるだけ取り入れ、積極性の養成も心がける。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

１ 実験・観察の実施が、実習助手不在のため、厳しい状況である。新学習指導要
領では、実験・観察を「行い」とあるので、科目の専門性が必要となる。

２ 専門科目において内容が濃いにもかかわらず、基本単位時数での実施のため、
入試対応するのはかなり厳しい。また、数理コースの必要性と人文コースの基
礎なしの履修を検討したい。

３ グループ毎に討論させるなど、生徒の主体的な行動を重視した授業を実施して
いるが、教科のみならず普段の生活においても、コミュニケーションの取り方

に 問題を抱えた生徒が少なからずおり、対策を検討中である。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（英 語 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 教科の知識・技能を活用する学習を充実させ、実践的な能力を伸ばす。

Ⅰ 重点目標
１ 家庭学習を習慣づけ、基本事項を定着させる。

２ 意欲・関心を高め、積極的な学習態度を育成する。

３ 検定対策・大学受験対策を含め、教材の精選を図り、進路希望に応じた指導を
工夫する。

４ 異文化理解を深め、国際的な感覚・視野をもてるようにする。

Ⅱ 研修計画
１ 予習、復習の課題を明確にする。

単語テスト、朝学習、週末課題にしっかりと取り組ませる。

２ 校内研究授業や校外の研修会に参加し、指導能力向上と授業改善に努める。

３ 検定対策・大学受験対策の補習や添削指導を行い、主体的な学習習慣の確立に
つなげる。

４ ＡＬＴとのチームティーチングを積極的に活用し、英語を聞き、話す実践的能
力を育成する。

Ⅲ 授業改善計画
１ 単語テスト、小テスト、週末課題等で基礎力や学習習慣を定着させる。

２ 新学習指導要領に沿った授業方法を研修する機会を多くもち、校外研修の内容
や指導技術を科内で共有する。

３ 各種英検対策や、大学進学希望者向けの補習・個別指導を充実させる。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題
１ 予習プリントやノート、考査前の週末課題プリント等課題を明確に指示し、考

査毎にチェックして学習状況を確認した。取り組みは生徒によって個人差があ
るが、概ね予習・復習状況は良好であると感じた。朝学習では、単語・熟語の
他単元で扱う文法事項の自学に取り組ませ、授業と連動して行い定着させるこ
とができた。

２ 指導主事学校訪問では、ALTとの Team Teachingをコミ英語Ⅰ（１年生）で実
施した。指導主事の先生からは、授業における ALT と JTE との自然な会話を
聞かせる場面の必要性や、ALT が英語で情報を与えた後の生徒とのやりとり
の重要性について指導・助言をいただき、我々 JTE だけでなく、ALT にとっ
ても実りある研修となった。今後の授業改善に生かしていきたい。

３ 例年よりも若干英検受検者数が増え、進路を見据えて主体的に英語を学ぼうと
する姿勢が見られた。二次試験のインタビューテストの練習を計画通りに実施
し、合格に繋げることができた。また、大学や各種学校受験で英語の試験があ
る生徒に対しては、長文要約や文法問題の添削指導やライティング・スピーキ
ングの個別指導を行い、実践的な英語運用能力を伸ばす取り組みができた。た
だ、リスニング対策が十分にできなかったのが反省点である。今後はリスニン
グ練習を英検対策としてだけでなく、普段の授業や長期休業中の補習等にも積
極的に取り入れる必要があると感じている。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（保健体育科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 明るく豊かで、活力ある生活を営む態度を育てる。

Ⅰ 重点目標

１ 自己健康管理能力の育成

２ 健康・安全に留意し、計画的、継続的に運動ができる能力と態度の育成

３ 運動の楽しさを知り、積極的に運動する態度の育成

Ⅱ 研修計画

１ 個々の心身状態に関心を持たせ、体力を維持・向上させるための授業

２ 規律を重んじ、自発的・積極的・協力的に活動する授業

Ⅲ 授業改善計画

１ 運動に関する課題解決能力を育む授業
体育や保健で身に付けた知識を関連づけ、課題解決に向けた活動を取り入れた
授業の充実を図る。

２ すべての生徒が運動の楽しさや喜びを味わえる選択制授業の充実
一人一人の運動経験や技能の程度などを把握した上で、選択制授業を充実させ、
自らの選択に基づいた種目への、責任感を持った積極的な参加と各種目の準備
や片付け、運営等の実践と体力の向上を目指す。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

○成果…体育では、学年が上がるにつれて男女間の『壁』が少なくなり、自分達で
簡易ルール（女子に対するハンディ等）を決めながら積極的・協力的に活
動できている。保健においては、授業を通じて少しでも考える時間を多く
とれたことが良かった。

○課題…体育の選択制授業に関しては、１つの種目に固執するのではなく、２～３
種目を実践するような意欲や挑戦する心を育んでいきたい。また、各種目
の指導とスキルテスト（評価）の一体化を念頭に置きながら授業を実践し
なければならない。保健に関しては、考査問題の内容を今一度精査し、授
業同様『考えて記述できる力』を養えるような内容を考えていきたい。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（芸 術 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 基礎的な能力を伸ばし、表現と鑑賞に主体的、協働的に取り組む生
徒の育成

Ⅰ 重点目標

１ 芸術的な感性を育む教材の精選。

２ 表現や鑑賞の基礎的な能力を伸ばすための基本指導。

３ 美に対する感性を高め、芸術の幅広い自主的実践活動を目指す。

Ⅱ 研修計画

〈音楽〉
①実技のための楽典、読譜力の向上
②西洋音楽、日本音楽の時代的作曲様式観の理解

〈美術〉
①理論と実技の一体化
②鑑賞の充実

Ⅲ 授業改善計画

〈音楽〉
基礎的な楽典学習やリズム打ち、階名唱を通して読譜力の向上を図りながら、
表現の能力を伸ばす。また、音楽史や作曲様式の学習と鑑賞を結びつけながら、
楽曲の理解や鑑賞の能力の向上を図る。

〈美術〉
表現や鑑賞の実践的活動が主体的に広げられるような視聴覚教材の活用と
幅広い分野の鑑賞の充実を図る。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

〈音楽〉
音符、休符、音名、など基礎的な楽典を学習し、楽譜の理解を図った。また、

クラッピングアンサンブルを通して読譜力の向上を目指すことができた。
音楽史の授業では、西洋音楽史だけでなく、日本音楽史と絡めて、歌唱、舞踊

の一部を実践したことでより興味関心をもって鑑賞することができた。今後も、
表現と鑑賞を関連を図りながら、授業を進めていきたい。

〈美術〉
鑑賞・表現ともに主体的な活動・交流がみられ、自己肯定感を育むことができた。
基礎的な技術・表現・鑑賞の活動で、理解の定着を図ることとともに美への追求

へとつなげることができた。今後は視聴覚教材の更なる活用をし、幅広い分野の表
現・鑑賞の充実を進めていきたい。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（家 庭 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 家庭生活に必要な基礎的知識･技術を身につけさせ､生活の充実向
上を図ろうとする能力と態度を育てる。

Ⅰ 重点目標

１ 生活の多様化や生徒の実態に即した指導内容を工夫し､学習意欲を高める。

２ 基本的な知識･技術の定着を図り、成就感を得られるような指導を工夫す
る。

Ⅱ 研修計画

１ 進路や生徒の実態に即した授業内容の精選。

２ 様々な体験実習やグループ活動などにより、発見や気づきがある授業の工
夫。

Ⅲ 授業改善計画

１ 挨拶、返事、授業態度や提出物などにおいて、社会生活を意識した規律あ
る授業の雰囲気を作る。

２ 基礎的知識・技術との関連性を図りながら、発見や気づきが生まれるよう
なスモールステップアップを意識した実習や体験学習を展開する。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

１ 授業時の雰囲気作りはもちろんであるが、各種単元において「１８歳成人」を
意識した学習内容やコメントなどをちりばめ、社会人としての対応や規律を意識
することができるよう工夫した。

社会生活に適応するにはまだまだ及ばないが、“まもなく成人する”という意
識は定着したように感じる。今後も根気よく指導していきたい。

２ 社会情勢上、例年のような実習や体験活動を積極的に取り入れることは難しか
ったが、少人数のグループ編成にしたり、個人で作業できる内容を取り入れたり、
プリント交換で意見共有を図るなど新しい試みを取り入れた。それにより、様々
な発見や多様な考え方に気づくことができた生徒もいたようである。しかし、事
前学習への取り組みや円滑な人間関係の構築などに困難を示す生徒もおり、多く
の生徒が達成感や成就感を得られるような題材・教材の精選など工夫が必要であ
る。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（情 報 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための
（主テーマ） 魅力ある授業づくりの実践

教科テーマ 情報社会に対応できる技能と態度を育てる。

Ⅰ 重点目標

１ 情報の収集・加工・発信の能力の育成。

２ 情報モラル・マナーなど情報を活用する態度の育成。

Ⅱ 研修計画

・グループディスカッションや発表会を行うことにより、表現能力やコミュニケー
ション能力の向上を図る。

・実社会に即した事柄やデータを実習に取り入れながら、各種ソフトフェアの活用
能力や情報の表現能力の向上を図る。

Ⅲ 授業改善計画

・基本的なワープロソフトや表計算ソフトの活用のしかたをしっかり身につけさせ
る。

・卒業後、必要となる情報・通信機器に関わる知識(重要用語)や技術(操作能力)や
モラル・マナーをバランス良くかつ全範囲にわたって身につけさせる。

・調べ学習、課題作品の作成、発表会、相互評価等において、生徒同士が話し合う
ことや教え合うことを奨励し、より良い作品の作成・活き活きとした学習活動を
目指す。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

(成果)・各種ソフトウェアの活用を中心に指導してきた。ＴＴ授業や相互に生徒
同士が教え合うことにより、知識とともにしっかりとした技能・技術の
習得を図ることができたと実感している。

(課題)・今後行われるプログラミング教育について、どのように指導していくか、
指導内容や教材等をしっかりと吟味していきたい。
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令和２年度

校 内 研 修 記 録
（商 業 科）

研究主題 生徒の主体的・協働的な学びを推進するための魅力ある授業づくり
（主テーマ） の実践

魅力的な授業づくりに向けた授業改善に取り組むとともに、キャリア
教科テーマ 教育を重視し、知識・技術を定着させ、自分で課題を見つけよりよく

問題解決を図れる確かな学力を持った生徒を育成する。

Ⅰ 重点目標

１ ペアやグループによる話し合いや発表等の授業方法を取り入れ、魅力ある授業
づくりに努める。

２ 経済社会や実務に即した基礎的・基本的なビジネスに関する知識・技術を習得
させるとともに、より高度な資格取得の達成に努める。

３ 地域と連携し、体験的な学習を進めることにより、社会に総合的に対応できる
実践的能力を育てる。

４ 授業を通した規律指導を行い、経済社会の一員としての心構えやマナーを身に
つけさせる。

Ⅱ 研修計画

１ 魅力あるビジネス教育を展開するため、経済社会の動向や商業教育の新分野研
究を目的とした各種講習会や研究会に積極的に参加し、より専門性を深める。

２ 生徒の学力向上のために、科内で授業見学や研究会を行い、将来に活かせる知
識・技術を育むような授業改善ならびに授業力向上に努める。

３ 課題研究および理論型経済科目において、時事的問題を教材研究に生かし、生
徒の学習への興味・関心を高めることできるよう努める。

Ⅲ 授業改善計画

・問題演習で終わるのではなく、言葉の意味や取引の内容について生徒の反応を
見ながら説明や発問をする。

・スキルの面は、繰り返し課題に臨ませて鍛錬し、基礎的技術を定着させる。一
方で課題は段階的に、身につけた内容を発展的に活用できるように、また、実
務で生かせるような設定の工夫をする。

・取り上げる教材をできる限り最新なものにし、また実際に即した教材を用いる
ことで、生徒が解決しようという姿勢を持って取り組めるようにする。

・地域貢献活動について、３年生を中心に１・２年生も各種の事業に積極的に参
加・協力する。

Ⅳ 実践の成果と今後の課題

(成果)・コロナ渦ではあったが、よこてイースト秋フェスや種苗交換会において、
各菓子店とともに考えたお菓子を販売することができた。また、12月に
は恒例の年賀状作成講習会を参加人数を８名に制限して実施し、地域の方
々に喜ばれた。

・各種検定について、検定前の補習等を計画的に実施することができ、生徒
らの資格取得に対する意識の高揚を図ることができ、合格率のアップを図
ることができた。ただ、上級の資格である日商簿記検定の合格率が低かっ
た。

(課題)・今年度から全商簿記検定をやめ、日商簿記検定の資格取得に向けた学習を
実施してきた。今後も上級の資格取得への意欲を喚起すると共に、放課後
補習や外部講師による補講など強化していきたい。



- 11 -

令和２年度 相互授業参観 実施要項

企画研修部

１ 目 的

教員が教科を超えて互いに授業を参観し、意見等を交換し合うことにより、さまざま
な視点から課題・問題点等を見い出し、授業改善の方策を探る。そして、生徒の思考力
・判断力・表現力を高めるための魅力ある授業づくりを目指す。

２ 期 日 令和２年９月７日（月）～９月１７日（木）

３ 対 象 全 職 員

４ 実施方法

① 自教科と他教科の合わせて、２コマ以上の授業を参観する。

② 授業者に参観を申込み、日時・クラス等を決める。

③ 参観後は、下の「授業参観シート」に参考になった具体的な点や感想等を記入し、
授業者に渡してください。
なお、授業参観シートを企画研修部でまとめたいと思いますので、同じ授業参観シ
ートを企画研修部にも提出のほどお願いします。

※ 「授業参観シート」はネットワークの共有フォルダにもありますのでご利用く
ださい。
入力後、次のようにファイル名の後ろに氏名をつけて保存していただければ、
企画研修部への提出はいりません。

保存時のファイル名の例 「授業参観シート 氏名」

授業参観シート

( )月( )日( )校時( )クラス 科目名( )

授業者( ) 参観者( )

参考になった点

記入のしかたは自由です。
感想等 箇条書きでもＯＫです。

授業参観シート

( )月( )日( )校時( )クラス 科目名( )
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相互授業参観 まとめ

科 目 名 参考になった点 感 想

Ｃ 英 Ⅰ ・板書ではポイント部分に黄色、 ・板書がきれいで、生徒はノートが
赤色のチョークを効果的に使って とりやすかった。
いたのがよかった。 ・予習プリントで新出単語等の意味
・生徒が苦手な長い文を解説する を事前に調べさせていたので、授業
時は、文を細分化して説明してい の流れがスムーズだった。
たので、わかりやすかった。 ・眠くなる時間帯だったが、生徒は
・内容理解を終えた後で、再度、 集中して取り組んでいた。
クラス全体で Reading した点がよ
かった。

政 治 経 済 ・板書で、色つきのチョークを効 ・専門用語を生徒にただ暗記させる
果的に使っていたのがよかった。 のではなく、その内容についてクラ
・生産国民所得、国民所得支出、 ス全体に考えさせ、生徒に回答させ
分配国民所得の説明では、言葉や る流れが効果的だった。英語の授業
文字だけではなく、図を描いて視 にも活用できるので、模倣したい。
覚 で 捉 え さ せ て い た 点 が よ か っ
た。 ・眠くなりがちな午後の時間帯だっ
・インフレーション・デフレーシ たが、生徒はよく集中して取り組ん
ョンと物価・通貨価値・景気の関 でいた。居眠りする生徒がいなかっ
係を、クラス全体によく考えさせ たのは、日頃の指導が行き届いてい
た上で生徒に回答させていた点が るからだと思う。
よかった。

財務会計Ⅱ ・みんな真面目にプリントの問題 ・騒々しくする生徒もなく、落ち着
に向かっていた。 いた雰囲気の中で淡々と授業が進ん
・一つ一つ問題ごとに丁寧に解説 でいてうらやましかった。しつけが
されており、生徒もそれに耳を傾 大切なのですね。
けていた。

世 界 史 Ａ ・モニターやプリントを使用する ・準備が大変そうで、参考にはなっ
ことによって、授業時間を有効に たものの自分には真似できそうもな
使っている。 いと感じた。
・頻繁に復習（振り返り）、既習 ・時間を有効に使えるので、大学受
事項の確認を行っていた。生徒は 験レベルの内容を丁寧に扱うことが
その時にすぐプリントをめくって できていた。
探し出せていた。

地 理 Ｂ ・生徒の興味関心を惹くような発 ・地理に限らずいろいろな情報を得
問がなされていた。 ることができ、生徒にとっても本当
・先生の指示がなくても、地図帳 に興味関心のわくような授業だった
を開いて調べること等していた。 と思います。デジタルで教材を作成
・ディスプレイを活用しての授業 することの有益さを十分に感じさせ
であり、プリントが画面に即した るものであり、真似をしてみたいと
ものになっていて、生徒にとって 思いました。
はわかりやすいと思った。ディス
プレイ画面が小さいので少人数に
は対応できるが、多くなると見に
くいかもしれない。→プロジェク
タで拡大する方法もある。
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国 語 総 合 ・ノートをしっかりと書かせてい ・はじめに、生徒が全員きれいにノ
る。 ー ト を書 い ている こと に驚 きまし
・黒板に授業の流れを図示し、全 た。自分の授業では、最近印刷した
体の構成を可視化している。 ものを配ってばかりいたのですが、
・グループ活動を取り入れること 前時の復習でしっかりと生徒が答え
で、単調になりがちな文法事項に ているところを見て、自分の手で書
生徒の動きを持たせている。 かせることは大事なんだなぁと改め
・生徒の動きが活発になると違う て感じました。グループ活動も２回
ことをし始める生徒もいそうだっ にすることで、生徒を適度に刺激し、
たが、先生がうまく場をコントロ クラス全体が活気づいていました。
ールしていた。 ・目標も達成することができ、授業

の構成もすっきりとしていてとても
わかりやすく、参考になりました。

現代文Ｂ ・全体の段落構成やあらすじを理 山月記は漢文調の文章が生徒には何
解させてから、各段落の内容に入 度やっても読みにくく、主題である
っていること。 李徴の苦悩も年々生徒に伝わらなく
・李徴とえんさん（変換で出なく なっているような気がしており、難
てすみません･･･）の人物像に焦 しい教材だと思います。私自身が気
点を置いた授業 をつけていることは、読みにくい文

→今回の目標がここだったとし 章だからこそ、音読を大事にすると
たら、生徒にもう少ししっかりと いうことです。黙読させるのは、あ
李徴やえんさんの人物像について る程度物語世界に没頭させないと難
考えさせ、生徒から答えを導く場 しい。普段読書する習慣のない子も
面がほしいです。人物設定はとて 多いです。強制的に指名で読ませる
も大切です。 と、生徒もこの部分に答えがあるん
・えんさんの「役割」について考 だな、と理解してくれます。全てを
えさせたところ 生徒の力で、というのは厳しいとこ
・基本的に生徒の力で答えを書か ろもあるので、例えばプリントで空
せたり、見つけさせようとしてい 欄補充にしてあげたり、読む範囲を
るところが、よかったです。 狭く指定してあげるなどの支援も必

要です。時間を指定するにはキッチ
ンタイマーなど道具を使うのも有効
で、メリハリがつきます。そして、
道具を使うのはここぞと言うときが
効果的です。すべての質問にではな
く、授業の主となる発問の時に生徒
にじっくり考えさせると良いと思い
ます。
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令和２年度 平成高校 公開授業研究会 開催要項

１ 研究テーマ 思考力・判断力・表現力を高めるための授業づくり

一斉授業に終始するのではなく、じっくり考えたり、話し合ったり、
内容を整理しまとめて発表するなど、「深い学び、対話的な学び、主
体的な学び」を実現できるような学習活動の工夫を図る。

２ 実 施 教 科 数学、地歴公民、保健体育

３ 期 日 令和２年１１月１０日（火）

４ 日 程 １４：００～１４：２０ 受 付
１４：３０～１５：２０ 公開研究授業
１５：５０～１６：３０ 授業研究協議会

５ 授 業 一 覧 （１４：３０～１５：２０）

教 科 科 目 単 元 学年・学科 会 場 授業者

数 学 数学Ⅰ データの分析 １年２組 １－２教室 浅野 亘
（普通科） （３階）

地 歴 地理Ｂ 環境問題 ２年普通科 １階学習室 沼倉 徹
公 民 選 択 （１階）

保 健 保 健 心身の相関と １年３組 １－３教室 佐藤 浩樹
体 育 ストレス （総ビ科） （３階）

６ 研究協議会 （１５：５０～１６：３０）

教 科 会 場 司会者 記録者

数 学 科 簿記多目的室 土田 哲也 三浦 史聖

地歴公民科 会 議 室 津川威智夫 高橋 渉

保健体育科 保 育 実 習 室 伊藤 泰 佐藤 悠也

・次のような観点で研究協議を行います。
① 授業全般について
② 教師の働きかけについて
③ 生徒の学習活動について
④ 評価・その他について

７ 諸 注 意
①当日は職員玄関で受付を行い、開始 10分前まで各会場へおいでください。
②授業研究協議会に参加できない方は、授業に関する意見・感想等を記入した用紙

を受付に提出してください。
③感染症対策

・発熱等がある場合は、参加をご辞退していただくようお願いいたします。
・受付にて健康確認及び消毒等への協力をお願いいたします。
・校内ではマスクの着用をお願いいたします。
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授業参観・研究協議会の実施について

１ 授業参観について

・授業を参観しながら、次の①～④のポイントについて気づいたことを下のワークシ
ートに記入してください。
なお、このワークシートは研究協議会が終わった後、集めさせていただきますので、
よろしくお願いします。

①授業全般について（思考力・判断力・表現力を高める工夫等がさてれいるか）
②教師の働きかけについて（発問の取り上げ方と発展の工夫、指示の工夫がされているか）
③生徒の学習活動について（授業に対する姿勢、意欲的に学習活動に参加しているか）
④評価について（意欲を引き出す評価をしているか、観点・方法の工夫がされているか）
⑤その他

①授業全般 ②教師の働きかけ ③生徒の学習活動 ④評 価 その他

プ

ラ

ス

の

面

マ

イ

ナ

ス

の

面

改

善

点

・

提

案

・プラスの面……… 良かった点、感心させられた点、学んだ点 等
・マイナスの面…… 改善が必要な点、気になった点、今後の課題となる点 等
・改善点・提案…… どのようにすれば良いか、改善方法 等

２ 研究協議会について

Ⅰ 授業者から、本時の授業等について説明してもらいます。

Ⅱ ①～④ごとにプラスの面とマイナスの面を出していただきます。

Ⅲ 最後に、全員で共有したい成果や課題について協議をし、より効果的な授業を展
開するために、どのようなことを心がければ良いか等、今後に向けた改善策・提
案・提言を検討していただきます。
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数学科（数学Ⅰ）学習指導案 

日 時 : 令和２年１１月１０日（火）６校時 

場 所 : 普通科 １年２組 

対 象 生 徒 : １年２組教室 

使用教科書 : 最新数学Ⅰ（数研出版） 

授 業 者 : 浅野 亘 

 

１ 単元名  第５章 データの分析  相関係数 

 

２ 単元の目標 

（１）分散、標準偏差、散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解し、その基本的な統計量を求める 

   ことができる。 

（２）目的に応じて複数の種類のデータを収集し、適切な統計量やグラフ、手法などを選択して分析を行 

い、データの傾向を把握して事象の特徴を表現すること。 

３ 単元観 

  統計の内容はデータサイエンスの一端を担っており、様々な分野で今後さらに注目されていく分野
である。相関係数を算出することで客観的に相関の有無を見ることができるだけでなく、因果関係との
違いやその背景にある関係性についても目を向けたい。正解を求めるという形ではなく、データやそこ
から生じる疑問点を踏まえて新たな課題を設定し、問いを深めていく経験をしてもらいたい。 

 

４ 生徒観 

  男子１５人、女子２０人の合計３５人の普通科クラスである。進路希望に関しては、四年制大学から
就職まで多様である。数学の授業においては、発言が特別多いというわけではないが、真剣に話を聞い
たり互いに教えあいながら学習に取り組んだりする姿もあり、授業態度はまじめである。 

 

５ 単元の指導計画（７時間） 

  １．データの整理・・・・・１時間   ２．データの代表値・・・・１時間 

  ３．データの散らばり・・・２時間   ４．四分位範囲・・・・・・１時間 

  ５．データの相関・・・・・１時間   ６．相関係数・・・・・・・１時間（本時） 

 

６ 評価規準 

Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 数学的な見方・考え方 Ｃ 数学的な技能 Ｄ 知識・理解 

相関係数を求める中
で、その特性や法則性
を調べようとする。 

散布図や相関係数から２つ
の変数の間の相関関係を分
析し、因果関係を含めどのよ
うな関係性にあるのか考え
説明することができる。 

相関係数を正しく
求めることができ
る。 

散布図および相関係
数、因果関係の意味を
理解している。また、
相関係数の求め方を
理解している。 
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７ 本時の計画 

（１）本時の目標 

 相関関係と因果関係の違いを理解し、相関の背景を自分なりに考え説明することができる。 

（２）展 開 

 学習活動 指導上の留意点 評  価 

導 入 

5分 

授業内容の概要を確認する。 ・興味を引き、疑問を生じさせるよう
に具体例を提示する。 

 

展 開 

35分 

本時の目標を確認する。 

 

 

散布図、相関、相関係数につい
て学ぶ。 

 

具体的な事例について相関係
数を求め、相関の有無を調べ
る。 

 

因果関係の意味と、相関関係と
の違いについて学ぶ。 

 

相関を調べた事例について、因
果関係の有無やその背景にあ
る関係性について考え、グルー
プで話し合う。 

【個人】→【グループ】 

 

話し合った内容を発表する。 

 

 

 

 

 

・確認自体は簡潔にし、いつでも見ら
れるようにする。 

 

・計算の際は電卓を使用する。 

 

 

 

・混同しやすい内容なので、具体例を
示しながら説明する。 

 

・正解を求めようとせず、様々な意見
を出すよう促す。 

・疑問点やそれを解決するために何を
調べればよいかも考え記入するよう
指示する。 

 

・ほかのグループの内容でよいと思っ
たことをメモするように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２変量間にある関係性
について自分なりの考
えを持ち、説明するこ
とができる。（Ｂ） 

【ワークシート，観察】 
 

まとめ 

10分 

本時のまとめをする。 

 

 

 

 

振り返りシートに記入する。 

・善悪様々な場面に応用されているこ
と、実際の分析方法としては他にも
多くの種類があることに触れ、関心
を高める。 

 

・感想だけでなく、疑問に思ったこと
等も記入するよう指示する。 

 

 

２種類のデータの間にどのような関係性・背景があるのか考え説明しよう。 



- 18 - 

地理歴史・公民科( 地理Ｂ ) 学習指導案 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

１．単元名 

第Ⅱ部 現代世界の系統地理的考察 １章 自然環境 ４節 環境問題 

 

２．単元の目標 

世界の環境問題について、その背景や原因・影響・対策を多面的に考察する。 

 

３．単元と生徒 

本単元では、世界各地で発生している環境問題の仕組みについて学習する。それぞれの環境問題の特徴や解決  

方法に関する学びを深めていくが、理論だけではなく、人間生活の関わりに対して目を向けさせたい。 

２年１・２組 地理選択者14名は、快活で積極的に授業に参加する生徒たちである。反面、地理的知識や思考力が

まだ身についておらず、発問への受け答えに時間を要することも多い。しかし、これまで授業を通して興味・関心は   

高まっており、知識が乏しいながらも互いに教え合う姿が見られるようになってきた。 

未知の事象について考察し、学び合いの中で自分の意見を主張する姿勢を育ませたい。      

 

４．指導と評価の計画 

   単元の指導計画 

１．世界の環境問題・・・・・・・・・・・・１時間 

２．さまざまな環境問題・・・・・・・・・・３時間 

３．環境問題への国際的な取り組み・・・・・４時間( 本時3/4時間 ) 

４．日本の環境問題・・・・・・・・・・・・２時間 

 

 

 

   単元の評価基準 

 

 ア．関心・意欲・態度 イ．思考・判断・表現 ウ．資料活用の技能 エ．知識・理解 

評 

価 

の 

観 

点 

世界と日本の環境 

問題の原因・影響・  

対策に対する関心と 

課題意識を高め、それを

意欲的に追求し、捉え 

ようとしている。 

 

世界と日本の環境 

問題の原因・影響・  

対策について、特徴や 

地域的分布、今後の課題

などを適切に表現  

出来る。 

世界と日本の環境 

問題に関する諸資料 

から、有用な情報を  

的確に選択し、状況  

変化の推移や地域差を

読み取ることが出来る。 

世界と日本の環境 

問題の原因・影響・対策

などを理解し、その  

知識を身に付けている。 

 

 

 

 

日  時：令和 2年11月10日( 火 ) ６校時 

実施教室：学習室３( １階 ) 

対象生徒：２年１・２組 地理選択者14名( 男子 6名・女子 8名 ） 

教 科 書：新詳地理Ｂ( 帝国書院 )・新詳高等地図( 帝国書院 ) 

副 教 材：三訂版 最新地理図表GEO( 第一学習社 ) 

データブック・オブ・ザ・ワールド2020( 二宮書店 ) 

授 業 者：沼倉 徹           
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５．本時の計画 

(１)本時のねらい 

『 SDGs 』の概要と必要性を理解し、現代世界が抱える問題を『 私事 』として捉えることが出来るようになる。 

  

(２)展 開  

段 階 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

導 入 

(10分) 

＊政治・経済に関する国際機関の名称や、 

アルファベットの略称を確認する。 

＊『 SDGs 』が様々な国際問題の解決に   

つながることを理解する。 

 

 

 

 

 

＊目標を確認し、プリントに記入する。 

＊確認事項の着眼点を明確にし、 

本時の展開へとつながる発問をする。 

 

展 開 

(35分) 

 

＊資料を用いて『 SDGs 』の概要と必要性を 

理解する。 

 

 

 

 

 

 

＊資料を用いて『 SDGs 』の項目を分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

＊『 SDGs 』と自分たちの生活との関わりに 

ついて考察する。 

 

＊既習の内容と本時の内容との関連性を 

明確にし、思考の手助けとする。 

 

 

 

 

 

 

＊PowerPointを活用して、資料の着眼点を  

明確にし、生徒が得る情報量に差異が 

生じないように配慮する。 

 

＊後の考察の切り口となるヒントを暗示し、 

気づきを促す。 

 

 

＊机間巡視をしながら、作業の様子を確認 

する。 

 

＊作業の過程で「 生徒同士で 教え合う・ 

学び合う 」ことを促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊自分の意見を積極的に 

クラス内で交わす  

ことが出来たか( ア ) 

【 プリント 】 

【 観察 】 

まとめ 

(５分) 

 

＊既習の内容・本時の内容を振り返り、 

今後の学びと結びつける。 

 

＊クラス全員で学習内容の共有が図ることが 

出来るように支援する。 

 

＊本時の内容を、 

キーワードを使用して

文章にまとめることが

出来たか( イ ) 

【プリント】 

６．目指す生徒の姿 

   この授業を通して、世界が抱える諸課題と我々の生活が、『 日常的につながっている 』ことを学ばせたい。    

生活に豊かさを求めるためには、各国・各個人が果たすべき責任があることを理解出来るようにしたい。 

本時の目標 

 『 SDGs 』の概要と必要性を理解し、 

現代世界が抱える問題を『 私事 』として捉えることが出来るようになる。 

課題Ⅰ 

なぜ『 SDGs 』が必要なのか 

課題Ⅱ 

『 SDGs 』は 

どのような項目で構成されているのか 

課題Ⅲ 

『 SDGs 』と自分たちの生活は 

どのように結びついているのか 
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保健体育科（保健）学習指導案

日 時 令和２年１１月１０日（火）６校時

実施場所 １年３組ＨＲ

対象生徒 １年３組（３５名）

教 科 書 現代高等保健体育（大修館）

副 教 材 現代高等保健体育ノート（大修館）

授 業 者 佐藤 浩樹

１ 単元名 現代社会と健康「１６．心身の相関とストレス」

２ 単元の目標

人間の欲求と適応機制には、様々な種類があること、精神と身体には密接な関連があること

を理解する。また、精神の健康を保持増進するには、欲求やストレスに適切に対処するととも

に、自己実現を図るよう努力していくことが重要であることに気づかせる。

３ 単元と生徒

男子２０名、女子１５名のクラスで、説明や発問に対して積極的に反応する生徒が多い。

本時の内容に関して、人間が生きていく上でストレスを感じることは自然なことであり、

適度なストレスは精神発達上必要なものであるが、過度のストレスは心身に好ましくない影響

をもたらすことがあることを、自分の生活経験を振り返ったり、今後に活かそうとする姿勢が

期待できる。

４ 単元の指導計画

１．欲求と適応機制・・・・・１時間

２．心身の相関とストレス・・１時間（本時）

３．ストレスへの対処・・・・１時間

４．心の健康と自己実現・・・１時間

５ 単元の評価基準

ア．関心・意欲・態度 イ．思考・判断 ウ．知識・理解

・欲求と適応機制、心身の ・欲求と適応機制、心身の相 ・人間の欲求と適応機制に

相関について資料を見た 関について、資料等で調べ は、様々な種類があること、

り、読んだりするなどの たことを基に、自分の考え 精神と身体には密接な関連

学習活動に意欲的に取り を導き出してそれらを説明 があること、精神の健康を

組もうとしている。 している。 保持増進するには、欲求や

・ストレスへの対処、自己 ・ストレスへの対処、自己実 ストレスに適切に対処する

実現について、課題の解 現について学習したことを、 とともに、自己実現を図る

決に向けての話し合いや 個人及び社会生活や事例と よう努力していくことが重

意見交換などの学習活動 比較、分析、評価などをし 要であることについて、理

に意欲的に取り組もうと たり、それらを説明してい 解したことを発現したり、

している。 る。 記述したりしている。
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６ 本時の計画

（１）本時のねらい

人間の精神と身体は密接な関連をもっていることを、（身体的変化が精神に及ぼす影響と

精神的変化が身体に及ぼす影響との両面から）理解できるようになる。

（２）展 開

段 階 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

○あいさつ 出欠確認

導 入 ○５・６人のグループをつくり、心 ○私たちが普段何気なく使っている 話し合いへの

（10分） と体の関係をあらわす言葉（身体 言葉の中に心身相関をあらわす表 参加態度

の様子で心の状態を示す言葉）を 現があることに気付かせる。 （机間観察）

考え、挙げる。 例：喜び→心が躍る など

○日常生活にみる心と体の関係を考 ○例を挙げて心の状態や変化が体に

える。 あらわれる場合や体の変化が心に 話し合いへの

（グループで話し合い、 反映することがあることを説明す 参加態度

何人か発表する） る。 （机間観察）

・体から心へ ※「病は気から」「気は病から」

展 開 ・心から体へ

（30分） ○ストレスとその原因（ストレッサ ○教科書ｐ.44 のストレスチェックを

ー）について 行い、結果より自分のストレス状

・自分のストレス状態とストレッ 態に気付かせる。また、自分のス

サーの確認 トレスの原因は何かを確認させる。

・ストレッサーの種類 ストレッサーを分類する。

○ストレスの受け止め方について ○ストレスの受け止め方や感じ方に

ついては個人差がある。

例：カラオケ好きな人と嫌いな人

の話。

○ストレスと精神疾患 ○代表的な精神疾患について考えさ 思考・発現

・主な精神疾患を挙げる。 せる。

・ＰＴＳＤについての理解する。 ・ＰＴＳＤの説明

○日常生活とストレスについて ○適度なストレスは、人間の成長を 観察

・適度なストレスと過度のストレ 促す一面があることから、適度な

まとめ スについて ストレスとうまく付き合い、過度

（10分） ・心と体の関係についての確認 なストレスに対処していくことが

重要であることを理解させ、改め

て「心と体の相関性」を理解させ

る。
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令和２年度 公開授業研究会 授業研修会記録【数学科】 

記録者  三 浦 史 聖  

 

Ｉ 授業者より本時の授業について 

 

分野「データの分析」の相関を本授業では行った。新カリキュラムでは統計分野に重点を置

いていくことになるということ、また個人的にもデータサイエンスに興味があることもあり、

この内容を選んだ。データの分析については、計算した数値（代表値）に対してどのような解

釈をするか、それをどう活かしていくかということが重要になってくる。生徒が物事を捉える

ときに数字を通して客観的に見る力を養ってくれればと思っている。 

本授業にあたっては、パソコンの画面を拡大して、モニターに映し授業を行ったこと、相関

係数を授業内容として扱うこと等初めて行うことが多かった。また、数学的な相関係数を求め

ることに重点を置かずに、因果関係を考えることに重点を置いた。 

 

Ⅱ 授業を参観して 

① 授業全般 

（＋）生徒をよく惹きつけている。また、生徒のペースに合わせた授業展開であった。 

スマホアプリの活用。 

目標の確認の仕方（聞く、視る、書く） 

（－）黒板とスクリーンの使い分けをもっと工夫した方がよい。 

正負の相関についての説明をもう少し詳しくするとよい。 

② 教師の働きかけ 

（＋）生徒に寄り添った話しかけで生徒の気持ちを惹きつけていた。 

因果関係の導入部分の題材が考えやすいものであった。 

（－）各生徒が問題把握をするまでに具体例を複数出してもよかった。 

事前準備の相関図や相関係数の説明がやや一方的であると感じた。 

③ 生徒の学習活動 

（＋）グループ活動には慣れており、活発に動いていた。 

学びあう場面が多く見られた。 

（－）生徒がグループでの意見を発表する場面がもっとあってもよかった。 

④ 評 価 

（＋）振り返りシートの活用。振り返りシートの内容もよかった。 

（－）プリント回収による評価はよいが、授業内での評価は難しい。   

 

Ⅲ 共有したい成果や課題、今後に向けた改善策・提案・提言 

 

・一つの正解を生徒が答える問題ではなく、自分の考えを述べることができる問題設定。（本

授業では、良かった点である。） 

・興味や予想を引き出す導入についての入り方の工夫。（本授業で良かった点であるが、そこ

からの生徒の動かし方を改善しても良かった。） 

・グループ学習の人数設定や「調べる・計算する・結果等を予想する」といった学習活動に見

合った時間設定、黒板とスクリーンの併用の仕方については共有すべき課題。  

・モニター、スクリーンに映したときの適切な文字・表・図の大きさの検討。 
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令和２年度 公開授業研究会 授業研修会記録【地歴公民科】 

記録者  高 橋   渉 

 

Ｉ 授業者より本時の授業について 

 ・中身としては楽しくできる内容を選んだ。が、一番やりたかったところまでできな 

かった。 

・「頭の中をアクティブにする」ために「なぜそうなるんだ？」を頻繁に問いに出して

いる。 

・パワーポイントの授業スタイルには４月よりやっているので生徒も慣れている。 

・あえてグループを作らずに、普段の並びで教え合いながらできるようにしてみた。 

・生徒は自ら、以前のプリントを出して答えを探してくれる。 

 ・自分の思っている以上に時間がかかった部分も有り、時間の読みを違えた部分もあ

る。 

 

Ⅱ 授業を参観して 

 ・パワーポイントを活用した板書の時間の短縮はいいなあと。ただ、生徒が書く時間

がかかっている。目標を生徒に書かせるというのもいい。自分で書けば自覚が出る

と思う。全体的に遊び心が旺盛で、最初の部分も時間がかかったけどよかった。生

徒が略称の英単語を調べるのも思った以上に時間がかかっている。互いに会話しな

がら進んでいくのも良かった。 

 

・ＳＤＧｓは３年部での小論などでも与えられる課題でもあって、自分でもよく分か

らなくてどうやって指導してよいか悩んでいる部分。進路にも繋がってくるんだな

とおもった。英単語が結構出てきて、生徒方が意外に知らないなと。実はやってい

る単語もあるのだが、忘れてしまっている。教科横断的な授業というのもおもしろ

いかなと思った。英単語で企業の略称をやっておいて、そのあと地理へとか。ピク

トグラムも異訳されている部分もあるので、ある程度を生徒に与えておいて、生徒

に書かせるのもあるのかな？と。 ただ、読めなくても、ジェーンダーのところもマ

ークからなんとなく分かる部分もあるのでそのようなところをやってから、他の部

分というのも良いかと。 

 

・生徒が自分で活動し、考える部分があり、授業に参加しているという実感があり、

参考にしたい。生徒がプリントに記入するのを確認してから次にというサイクルを

参考にしたい。発問も一問一答ではなかったので参考にしたい。 

 

・パワーポイントで資料もカラーで大画面で共有できるので参考にできる。ピクトグ

ラムの英語を自分で訳して書くというのも面白かった。１６のテーマは多すぎる気

もするのですが、自分の授業で導入の部分で使ってみるのもいいのかな？と思った。 

 

・９月に先生の３年生の地理Ａを参観した。ＩＣＴ機器・パワーポイント活用が今風

でいいなと思った。１０コマ中の７コマ目ということで次のコマも見ると流れも分

かるかなと。 
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・自分も、グループを作るとやる人とやらない人が出るので、近くの人と相談するよ

うにしている。略称が出た場合、確認をするようにしている。そうそれば生徒の記

憶に残ると思っている。「私事」というのはプライベートなことというのでちょっと

違うような気がした。公の事に自分が取り組むというのにあてはめるのはちょっと

違うのでは？ 

 

Ⅲ 質疑応答 

 

 Ｑ：教科書にＳＤＧｓはあるのか？ 

 Ａ：実は無い。資料集の端っこのほうにある。 

 

 Ｑ：タブレットがきたら授業でどう活用していくのか？ 

 Ａ：タブレット上に生徒が書けるので、生徒が書いた物を大画面に出して共有してい

けると思う。地図も画面上に出せる。 

 

 Ｑ：１時間分のパワーポイントの内容を作るのにどのくらいかかるのか？ 

 Ａ：まともにやると２～３時間。でも繰り返し使えるし他のクラスに行っても同じ事

を書かなくてよい。 

 

 Ｑ：去年から授業の内容を生徒にあわせるのに苦心している。教科書通りやる必要は

無いのかな？と。教科書にある部分を扱って、「わかった」という実感をもたせて

いると今度はテストが作りにくくなる。どうしている？ 

 

 Ａ：単元が終わるごとにテストをしているので、生徒はこの部分を勉強するんだなと

自然にわかってくる。 
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令和２年度 公開授業研究会 授業研修会記録【保健体育科】 

  記録者  佐 藤 悠 也  

      

Ｉ 授業者より本時の授業について 

 

全体的に生徒の積極的な発言に助けられた部分も多くあり、心と体の関係につい

てしっかりと理解させることができた。導入から展開につながる流れが少し曖昧で

あったこと、発表者の答えてくれるスピードが速かったため、起立を指示してから

の発表に至らなかったのが反省点である。また、体の変化について生徒に考えても

らった部分を板書しても良かったこと、まとめの部分で少し慌ててしまったことも

あった為、今後の授業に活かしていきたい。 

 

Ⅱ 授業を参観して 

① 授業全般 

・生徒たちがグループワークにためらいがなく、活動がスムーズで、生徒たちの活  

発性が生きる授業であった。 

・生徒との信頼関係が十分であるため、自由に発言できる雰囲気作りがされていた。 

・全体の流れがわかりやすく、発問の内容が的確だったため、つながりが持てるわ

かりやすい授業であった。 

・意見の出しやすいように働きかけがされており、生徒たちが楽しそうに授業に取

り組んでいた。 

 

② 教師の働きかけ 

・発問の答えが端的であった為、起立を求める必要もなく、スムーズに授業が進行

していた。本時の目標の書く位置を提示してあげた方がノートを取る際に良かっ

たのではないか。 

・目標を達成する手立てが明確であった。 

・生徒主体の活動が多く、意見がよく出るよう働きかけがされていた。 

・グループで考える際に時間の指定などがあれば、良かったのではないか。 

 

③ 生徒の学習活動 

・授業に向き合っている姿勢が非常に良かった。 

・グループ活動の際に、参加できていない生徒がおらず、全員が自分の意見を持っ

て、活動に参加できていた。 

・ノートやプリントも、教師からの指示を待つのではなく、自分たちでしっかりと

まとめられていた。 

・ストレス Check で数値化することで生徒がよりわかりやすくなっていたのではな

いか。 
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④ 評価 

・ストレス Check という形で生徒が自らのことを数値で知ることができ、その結果

を教科書で振り返ることができていたことが良かった。 

・最後に授業内容を自分の言葉でまとめる時間を取ると良かったのではないか。 

 

Ⅲ 共有したい成果や課題、今後に向けた改善策・提案・提言 

 

・ＰＴＳＤとトラウマの違いを説明することで生徒もその違いを良く理解できるの

ではないか。 

・「心理・社会的」を精神的と一つにまとめてしまうと混乱する場合もあるので、分

けた方が良かったのではないか。 

・ストレスがない世界がどういうものか想像させることでストレスについて深い学

びにつながるのではないか。 

・心と体の関係を表す言葉では、決まった言葉が入る場合もあった為、一応正解が

あることを生徒に提示した方が良かったのではないか。 

・事前に生徒の実態を把握することが大切である。 

                                                  参加者 ７名 



２ 校 外 研 修
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令和２年度 教職５年研修講座（高等学校）を終えて 

数学科  三 浦 史 聖 

 

[研修内容] 

  学校組織マネジメントの意識を高め、学習指導や学年経営、生徒指導等についての 

実践的指導力の向上を図る。 

 

  ６月 12日(金) 

 ○教育相談と人間関係づくり          …生徒指導力 

   ○学校組織の一員として－マネジメントの視点－ …マネジメント能力 

   ○生徒の実態を踏まえた授業改善①       …教科等指導力 

 

  ９月８日(火) 

   ○発達障害のある生徒の理解と支援       …生徒指導力 

   ○生徒の実態を踏まえた授業改善②       …教科等指導力 

 

[はじめに] 

 今年度、５年経験者研修という節目の研修を受講する機会をいただいた。２回実施された

だけであるが、普段の生活の中で忘れていたこと等も再認識することが多く、有意義であっ

た。 

 

[一般研修] 

 初任より５年同じ高校に勤務しているが、目の前の生徒について考えることばかりであ

り、今後出会う可能性がある生徒の特徴、特性について学ぶ機会をなかなか得ることが出来

ていなかったため、今回は大変有意義であった。特に、特別支援教育の現状等に関する内容

を始めとして、発達障害のある生徒の理解と支援について学んだことが印象的であった。 

現状としては全国的に年々、子どもの人数が減少している中において、特別支援を必要と

する子どもの人数は増加傾向にある。そして、その生徒の約 75％が高校へ進学していると

いう状況にある。本県においても同様の傾向が見られ、特別支援学校のみならず他の校種に

おいて、発達障害の傾向のある生徒や特別の支援が必要な生徒への対応が求められる状況

におかれている。特別な支援が必要な生徒は多種多様であるが、バランスのとれた文字が書

けない、教科書の文章を読めるが意味を理解出来ない、コミュニケーションが苦手、暗黙の

ルールが分からない等、具体例を挙げて説明を受けることにイメージを持つことができた。

また、その中で特に学習障害を持つ人の文字や数字の見え方を表しているとされる図や写

真等を見ることが出来たが、私が見ている世界とはまったく異なる世界が見えているので

あると衝撃を受けた。生徒を指導、理解していく上においては各個々人に応じてということ

が基本となるが、生徒個人が抱える課題、取り巻く環境、そして、これまでの経験等を把握

し、その上で本人主体の支援が行われていくことの重要性を再認識することができた。 

また、学校の教育においては、授業が最も基本となるわけであるが、授業の進め方も振り

返る良い機会となった。高校の数学の授業においては、扱う内容量の多さの為、生徒が説明
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を聞きながら板書をノートに書き取るということが行われているが、支援を必要とする生

徒や、数学が苦手な生徒に対して授業を行う為には、説明を聞く時間とノートに必要なこと

を書き取る時間を分ける必要性を強く感じた。今までの板書一辺倒の授業方法では時間的

にも限界がある。来年度に行われる ICT環境を有効に活用した授業方法の構築を課題とし、

今後も多くのことを学び、研鑽を積んでいきたい。 

 

 [授業研修] 

 生徒の実態を踏まえた授業改善をテーマに行われた教科による授業研修であった。自ら

の授業を振り返ることももちろんであるが、授業をしている相手である生徒について考え

る良い機会となった。数学の授業においては、日常生活や社会で資質・能力を活用、発揮で

きるようになるため、数学的活動を行い進めていくわけであるが、数学の内容が進めば進む

につれて、基礎的内容が習得された上での話となってくる。また、グループ学習をするにし

ても、人間関係も若干は考慮しなければならない。それらを把握しておかなければ、よい授

業の空気というものが生まれない。 

 学校においては、一般的には講義型が主流ではあるが、わからない生徒に対して教師が同

じ説明をもう一度する。効果的な場合もあるが、それよりも生徒同士が互いに学び合うこと

でわからない生徒が理解することが多いような気がする。このときの教師の役割は何なの

であろうか。学び合いの時間をつくることも重要ではあるが、それ以上に、クラスの分かっ

ている生徒と分からない生徒をつなぐことが教師の役割なのであろう。例えば、分かってい

る生徒に対しては、自分が分かったときのポイントを明確にさせ、分かっていない生徒には

どこに着目すればよさそうであるのかを考えさせる。それらを最後につなぐことが教師の

役割なのであろう。 

 また、数学は答えを求めることが確かに重要であり、テストではその正しい答えの数で点

数付けがされる。しかし、数学の授業において大事であることは、正しい答えを求める事だ

けではないと私は考える。もし、それだけを求めるのであれば、特に数学が苦手な生徒は何

も発言することが出来なくなってしまうであろう。数学の授業において重要であること、最

も身につけるべきことは数学的な見方・考え方なのであろう。形式的な作業に止まらない計

算や解答、自分が解いている数式の意味の理解、自分の学んでいることのイメージ等は、授

業で身につけて欲しいことである。このようにして考えると、この数学を通して学ぶことは

大局的には科目の内容そのものというよりは、内容を通して気づきを学ぶことではないか

と考える。この気づきは、社会に出たときに、言葉の使い方、道具の使い方、人との接し方

において強力な武器となるのではないであろうか。 

 

[おわりに] 

 今後も学校業務や教育活動を通して、数多くのことを学んでいきたい。 

この研修で御指導・御協力くださった方々に感謝を申しあげたい。また、同期の先生方が

健康でいられることを切に願う。 
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令和２年度実践的指導力向上研修講座（高等学校８年目）を終えて 

国語科 渡部 陽子 

１ はじめに 

 今年度、採用から８年経過となり、実践的指導力向上講座を受講する機会をいただいた。
フェイスシールドや手袋を着用するなど、感染症防止対策を徹底した中での開催となっ
た。実施講座の概要と感想を以下に記し、報告とする。 

 

２ 期日・場所 

 〔Ⅰ期〕令和２年６月２４日（水） 〔Ⅱ期〕令和２年９月 ７日（月） 

   秋田県総合教育センター 

 

３ 概要 

対象：採用 8年目で今年度高等学校に所属する教諭 

  目標：自己理解に基づき、個々の個性・適性、分掌等に応じた資質能力の向上を図る。 

 

４ 研修内容 

Ⅰ期 〈講義・演習〉不登校の未然防止と対応 

    〈講義・演習〉学校組織の一員として－自己理解に基づく目標設定－ 

    〈講義・演習〉カリキュラム・マネジメント 

「不登校の未然防止と対応」では、不登校の兆候を早期発見し、初期対応、再登校支援
までの指導方法について学んだ。県内各高校でも不登校対応は行われているが、どのよう
な場合でも、担任だけでなく、チームで対応すること、時期に合わせた対応が必要である。 
組織マネジメント、カリキュラム・マネジメントの講義では、組織における役割や責任
を理解した上で、ＰＤＣＡサイクルを実施することの重要性について講話を聞き、演習を
した。学校組織の一員であることを自覚し、採用８年という経験を活かしながら、組織内
の自分の役割を理解したうえでの行動が求められていると強く感じた。 

 

Ⅱ期 〈協議・演習〉授業評価による継続的な授業改善 

３名の先生の授業をＤＶＤで視聴し、それぞれ付箋紙を用いた協議を行った。他教科の
授業ではあったが、各校で様々な工夫を凝らし、魅力的な授業作りをしていることがわか
り、刺激になった。自分の授業も協議していただき、多くの参考になる意見をいただいた。
国語の授業は１名の授業を視聴したが、整然としたプリントや授業の構成は見倣いたい
ものばかりだった。ＩＣＴ機器の活用については、国語科ではあまり使用される事例が多
くはないが、これからは有効に活用できる手段を検討すると共に、授業展開を工夫してい
くことが求められる。様々な手立てを講じながら、生徒に資質・能力を身につけさせ、主
体的な学びを手段としながら、横断的な深い学びに導くための授業改善を今後も続けて
いきたい。 
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平成高等学校 国語科（現代文Ｂ）学習指導案 

日   時：令和２年７月７日（火）２校時 

使用教科書：標準現代文Ｂ（第一学習社） 

１ 単元名   新しい視点 

２ 教材名   「物語を発現する力」  佐藤雅彦 

３ 単元の目標 

   （１）説明的文章の基礎的な読解力を身につける。（読む能力） 

   （２）筆者の主張を参考にしながら、日常生活で起こる関連事柄について考えを深める。（関心・意欲・態度） 

４ 生徒の実態 

   総合ビジネス科（男子１９名、女子１２名、合計３１名）のクラス。現代文Ｂは２年次に２単位、３年次は４単

位で教科書の内容と併せて、就職試験や推薦入試に対応できるような文章作成能力や語彙力の向上を目指す。前教

材では、論理展開の構成と、キーワードを手がかりとした筆者の主張の読み取り、要約のしかたを学習した。身近

に起こりうる事柄を話題とした論理的文章を読むことで、生徒が自身の体験を問い直し、自らの思考をメタ認知的

な視点から捉えられるようになることをねらいとして、学習していく。 

５ 本時の計画 

（１）本時の目標 筆者の主張について生徒自身に実感的に理解させ、より深い読解に導く。 

（２）展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価 

導 入 

(5分) 

 

・筆者の紹介 

 

 

・佐藤雅彦について簡単に紹介をする。 

 

 

展 開 

(40分) 

 

 

 

 

 

 

・本文を通読する。（10分） 

 

・キーワードを確認する。 

（5分） 

 

 

・各自でプリントに五コマ漫

画の解釈を書く。（15分） 

・グループで互いのプリント

を交換し、意見を共有する。 

・数名が全体に発表する。 

・生徒を指名し、形式段落ごとに読ませる。漢字など適

宜読み方の指導する。 

・「物語」「創造」「能力」などを挙げさせ、主題を捉えさ

せる。 

・筆者の問題意識を本文から確認させる。 

 

・本文の解釈以外の発想を促す。 

・机間指導をしながら全体の発表者を検討する。 

・三密状態を回避するため、対面ではなくプリントを交

換するように指示する。 

・残りの時間に合わせて指名する。 

・キーワードを捉え、筆者

の問題意識を理解するこ

とが出来ているか（読む

能力） 

【評価方法】 

ワークシート、発表 

 

・五コマ漫画に対して、ス

トーリーを作ることがで

きるか。（関心・意欲・態

度） 

【評価方法】 

ワークシート 

まとめ 

(5分) 

・活動を振り返り、本文との

関連性を理解する。 

・生徒の意見をまとめ、本文との関連性を説明する。 

・次回の授業予告をする。 

 

 

〔本時の目標〕筆者の問題意識を理解し、「物語を発現する力」を体験してみよう。 

〔発問〕 本文中の図について、自分なりに解釈してみよう。 
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高等学校新任学年主任研修講座に参加して
1年部主任 高橋 智也

はじめに

本校に転勤して来た本年度、教員生活で初めての学年主任を担当することになり、高等学校新任学

年主任研修講座を受講する機会を得た。本来の計画では２回実施される計画であったが､新型コロナ

ウィルス感染予防のため１回の研修講座にまとめられ実施された。

以下、研修の概要を報告する。

期日・場所

令和２年６月２５日（木） 秋田県総合教育センター

対象

高等学校新任学年主任３３名

内容・感想

講義

「望まれる学年主任像と学年主任の役割」

秋田県総合教育センター スーパーアドバイザー 石黒 みどり 氏

校長経験のある講師の先生から、管理職の立場から学校組織の中で学年主任の位置づけや、期

待する役割などについてお話があった。また各校の出席者から、事例などの発表もあり，様々な

取り組みに触れることができ、これから起こりうる事例の参考になると思った。

講義・演習

「学年経営と組織マネージメントの基礎」

秋田県総合教育センター 主任指導主事 羽深 康之 氏

講師の先生が学年主任であったときの事例や失敗例などの話を織り交ぜ、組織マネージメント

についてお話があった。失敗例などの紹介で､気負いの気持ちが緩和された。学校経営の一躍を

担っていることの自覚を持って取り組むことが大事であると気づかされた。

講話

「思春期の揺れと成長を共に歩む」

秋田赤十字病院心療センター 臨床心理士 丸山 真理子 氏

スクールカウンセラーとしての事例などを元に問題を抱えている生徒の対応や、表面に現れな

いが、心配りが必要な生徒の心の動きについてお話があり、よく生徒の様子を確認し、早めに生

徒の気持ちの変化を発見することや，それに対応することの大切さを学ぶことができた。また生

徒だけでなく、仲間の教員への心配りの大切さも学ぶことができた。

おわりに

今回の研修を通し、学年主任としてリーダーシップを発揮するためには､学年部の職員と生徒、そ

れぞれとの信頼関係を築く必要があり、相手の状況をくみ取るカウンセリング能力と組織マネージメ

ント力を高めることが必要であることを再確認した。研修で学んだことを心に刻み、各先生方から謙

虚な気持ちで協力をいただき、担当する生徒たちが卒業するまで、しっかりと学年経営に取り組む決

意を高めた。
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